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研究成果の概要（和文）：英語学習者の英文読解速度を計測するためのウェブ標準テスト開発の基礎研究を行っ
た。英検準1級、2級、準２級、3級の過去の読解問題から１００個選定し、各英文に2問ずつ内容を問う４択問題
を付けて合計100問作成した。その後、200人規模のパイロット実験を行い、このテストを検証した。分析の結
果，同程度の難易度の長文であっても正答率は大きく異なり、readability指標と語彙レベルだけで英文の等質
性を担保することができないことがわかった。すなわち、読解問題理解度はテキストの難易度や語彙レベルとの
相関はなく、内容理解４択問題の難易度に主に関係することがわかった。

研究成果の概要（英文）：We conducted fundamental research to develop web-based test to measure 
learners' reading rate of English passage. We made 100 passages of approximately 100 words with two 
comprehension questions using four different levels of STEP test sets. We verified the validity of 
the test set by conducting a pilot test in which 200 learners or more participated. The result shows
 that we are unable to identify the difficulty level of English passages only through the 
readability index and vocabulary level since comprehension rate has no correlation with those 
indexes. This led us to conclude that comprehension rate instead is mainly dependent on the quality 
and the difficulty level of multiple choice comprehension quizzes after reading the passage.

研究分野： 英語教育、英語音声学、言語心理学、応用言語学
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１．研究開始当初の背景 
(1) 理論研究としては、英文をより良く理解
し記憶することを英文読解の目的とした場
合、「速く読む」ことが重要であることを、
チャンクとワーキングメモリの役割を論拠
に考察した。 
 
(2) 大学の授業処遇実験を通して、読解速度
を向上させるための PC 画面上の提示法と、
チャンクに区切った英文をコンピュータ画
面上で順次読む訓練を毎週行った場合の学
習効果について調べてきた。その結果、PC 画
面上では新しいチャンクが順次現れて残る
提示法が最も読解速度または理解度のいず
れかを促進させ、学習効果も高いことが分か
った。 
 
(3) 本研究の研究分担者である神田明延が
研究代表者を務める近年３件の科学研究費
基盤研究(C)において、音読が英文読解速度
の向上に効果があることが明らかになって
きた。読解速度の向上には、文字で書かれた
英文を頭の中で音声化する（音韻符号化作
業）スピードを上げること、およびその速度
を測定し、次の目標を学習者に提示すること
が重要である。 
 
(4) 以上のことから、英文を速く読むことの
教育的意義が確認され、またそのための教育
実践法として、音読や ICT による授業支援に
効果があることが分かった。次に教育現場で
求められるのは、このような速読のための訓
練を学習者に進んで継続させるためのツー
ルとして、読解速度の客観的な指標のフィー
ドバックを与えることである。 
 
２．研究の目的 
英語学習者の英文読解速度を計測するた

めの標準テストを開発することを目的とす
る。英語がコミュニケーションのためのツー
ルであれば、速読スキルは必須である。一方、
TOEIC や英検などの標準テストは、未だに理
解度を測るのみであり、読解速度を直接測り
客観的な指標で示す標準テストは存在しな
い。ICT 技術の発達で、インターネット上で、
一定量の英文を読むだけで、同じ被験者が何
度受験しても一定した結果をフィードバッ
クできるようになった。本研究は、基礎研究
と最新のウェブ技術を使って英文読解速度
計測用標準テストを開発し、語学教育のニー
ズに貢献することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
語彙レベルとリーダビリティー指標を要

因として10段階にレベル分けされた50～100
語程度の英文パッセージを各5セット作成す
る。これを 1000 人規模の被験者に受験して
もらう。その際に、すでに研究グループ内で
開発済みの読解速度自動計測ソフトを用い
て WPM(Words per Minute)を計測し、そのデ

ータと内容理解問題の正解率の相関係数を
算出し、数値の高い問題から順次標準テスト
問題の候補とする。その後、さらに多くの被
験者に参加してもらいデータの信頼性を確
保するとともに、研究協力者を中心にウェブ
システムの構築とその評価を行う。 
 
４．研究成果 
(1) 英検準1級、2級、準２級、3級の過去の読
解問題から100個選定し、各読解問題の最初の
100語程度を利用した。各英文に2問ずつ内容
を問う４択問題を付けて合計100問作成した。
その後、200人規模のパイロット実験を行い、
このテストを検証した。実験参加者はWebシス
テムを使い問題に取り組んだ。 
 
(2) 研究グループで内容把握問題の妥当性を
話し合い、参加者が読んだ内容を全体的に理
解しているか検証した。その後対象者の解答
について正答数の平均値を算出した。
Readabilityの指標にはMint Grade Level for 
Japanese Learners(MGJP)を採用した。分析
の結果，MGJPの数値が約9から15までの7段階
のデータが残った。 
 
(3) 同程度の難易度の長文であっても正答率
は大きく異なっていた。正答率の開きはMGJP
の数値とは関係がないことがわかった。この
ような誤差の出方を見ると，readability指標
だけで英文や問題の等質性を担保することが
できないことがわかった。すなわち、読解問
題理解度はテキストの難易度や語彙レベルと
の相関はなく、内容理解４択問題の難易度に
主に関係することがわかった。 
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